F は 口から 血 を 吐いた。 M は 盲腸炎で 腹 を 切った。 

H は 鼻毛 を 抜いた 痕 から 丹毒に 浸入され た。 此の 三つ 

の 報告 を、 彼 は 同時に 耳に 入れる と、 痔が 突発して 血 

を 流した。 彼 は 三つの 不幸の 輪の 中で 血 を 流しながら 

頭 を 上げる と、 さて どっちへ 行かう かとうろ うろした _ 

「やられた。 しかし、」 と F から 第二の 報告が 舞 ひ 込 

んだ。 

「顔が 二倍に なった ご と H から。 

「もう 駄目 だ ご と M から 来た。 

—— 俺 は 下から —— と 彼 は 云った。 

彼 はもう どっちへ も 行くまい と 決心した。 死ぬ 者 を 



見る より 見ない 方が 記憶に 良い。 彼 は 三 点の 黒い 不幸 

まんなか 

の 真中 を、 円 タクに 乗って、 ひとり 明るい 中心 を 狙 ふ 

やうに ぐるぐ ると 廻り 出した。 血 は 振り 廻され る やう 

に 流れて 来た。 

—— 俺 は 下から、 

—— 俺 は 下から、 

下から 不幸が 流れ出す 故に、 頭の 上の 明るい 幸福 を 

追つ 馳け るの だ —— だが、 廻れば 廻る ほど、 彼に 付着 

して 来た もの は 借金だった。 —— 幸福と は 何物 だ？ I 

I 推進機から 血 を 流して 借金 を 追 ひ 廻す —— その 結果 

がー 層 不幸で あると 分って ゐて も、 明るい 空 を 追つ か 



け 廻した そのこと だけで も 幸福 だ。 —— それが 喜ばし 

い 生活なら、 下から 不幸が 流れ出して 了 ふまで、 幸福 

な 頭の 方へ 馳け 廻らう。 —— 死ねば 不幸はなくなる だ 

らう。 —— 死なねば、 幸はなくなる まい。 —— 四 人の 

とみくじ 

中で 死んだ 者が 幸福 だ。 —— 誰が その 富籤 を 引き当て 

るか。 —— 彼 は 競争す る 選手の やうに、 円 タクに 乗つ 

て 飛んで ゐた。 

と、 M が 死んだ。 

彼 は廻リ 続けた 円 タクの 最後の 線 を ひつ 張って M の 

病室へ 飛び込んだ。 が、 M の 病室 は 空虚だった。 医者 

が 出て 来て 彼に 云った。 
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